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はじめに
　
本稿の目的は、美術アーカイヴでどのような美術史がいかに形成されるのかにつ
いて、自らの研究活動に則して考察することである。筆者は、アメリカの大学院でアメリカ現代美術史を専攻し、 スミソニアンアメリカ美術館で研究員を務めるなど、アメリカで美術史研究の基礎を学んだ。本稿では、アメリカ現代美術に関する主な美術 ーカイヴを紹介した上で、 それらをどのように活用したのかについて説明し、研究者から見た美術アーカイヴ 意義 検討する。アーカイヴに対して、研究者は利用者として関わるだけでよい だろうか。本稿 通して、アーカイヴ 設計における研究 の責務について問題提起できればと思う。　　　
一、研究のなかの美術アーカイヴ
　
今日の美術史研究において美術アーカイヴは不可欠のものとなっている。作品を
調査することが大前提であるが、それ以外に、図書館、データベース、アーカイヴの三者を行き来しながら、美術史研究者は、あるテーマに関する研究書、研究論文、文献資料、アーカイヴ資料などを網羅的に読んで分析する作業を行っている
）（
（
。
　
本稿はアーカイヴに関する考察ではあるが、データベースについても簡単に触れ
ておこう。九十年代半ばに研究を始めた筆者は、日本にいるときから
R
I
L
Aや
その後身の
B
H
Aを紙媒体で使っていた。一九九八年にアメリカに留学してから
は、オンラインで
B
H
Aを使う一方で、大学図書館の蔵書については
W
orldC
at の
前身に当たる
R
L
I
N、学術雑誌に関しては
J
S
T
O
R、雑誌記事については
Art 
Index （後に
H
.W
. W
ilson 、
EBSC
O
）
などを参照し、博士論文や新聞記事を探すときは
ProQ
uest を用いていた。これらのデータベースには、図書館で資料を入手するため
の書誌情報だけでなく、
P
D
F化された資料が含まれていることもあり、参照す
るべき文献は飛躍的に増大した。 したデータベースの存在は、研究者の研究自体を変えていく。私自 、日本にいるときは理論的な関心が強かったが、アメリカでデータベースを使うように ってから、歴史資料を集めて丹念に読み解く歴史研究へと比重 移し った。　
筆者のようなアメリカ現代美術の研究者が用いる主なアーカイヴには、スミソニ
アン協会のアメリカ美術アーカイヴ、ゲッティ研究所 特別コレクション、ニューヨーク近代美術館
（以下、
M
o
M
A）
のアーカイヴがある。これらはあくまでもア
メリカ現代美術の研究に関連する なので 分野や時代が異なれば、また別のアー イヴを使うこ なる。　
アメリカ美術アーカイヴは、一九五四年にデトロイト美術館の館長が中心となっ
て設立したもので、一九七〇年にスミソニアン協会に移管された。手紙、日記、スクラップブック、草稿 業務文書、写真、スケッチ、印刷物 フィルム 音声、ビデオなど、現在では二〇〇〇万点以上 資料があ
）（
（
。オーラル・ヒストリーは三〇
〇〇以上収集しており、 ティスト、批評家、学芸員、研究者だけでなく関係者、 たとえば家族や教え子
（彼らが学校で教えていた場合）
に話を聞く場合もある。
　
スミソニアン協会でアーカイヴ資料を有するのはアメリカ美術アーカイヴだけで
はない。協会に属する美術館や博物館が個別に持っていることもある。筆者が所属したスミソニアンアメリカ の場合 図書館 アーティストごとのファイルあって印刷物等の資料がまとめられ 学芸課でも手紙や契約書等を保管 ていた。　
ゲッティ研究所は、美術館、図書館、研究者滞在プログラム、データベースの事
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業等を主に行っている研究機関である。特別コレクションは、図書館が管理する資料群であり、そこには、貴重書、版画、ドローイング、写真、視聴覚資料などとともに、アーカイヴ資料が収蔵されている。研究所の設立は一九八五年と比較的新しいが、特別コレクションの資料は一二〇〇〇リニアフィート分もあり
）（
（
、かなり充実
して る。　
M
o
M
Aアーカイヴの設立は一九八九年とさらに新しい。美術館の活動を記録
して保存する目的で設立されたため、主に学芸員や評議員の資料を集めているが、同時に、オーラル・ヒストリ を含む、二〇世紀と二一世紀の美術の資料も収集している。
M
o
M
Aにはアーカイヴ以外に図書館があって、そこもエフェメラを数
多く収蔵しており、さらに学芸課もスミソニア と同様に作家に関する 収集している。　
こうしたアーカイヴは、同時代のさまざまな歴史資料を含んでいるため、様式史
よりも社会史の研究にふさわしく、かつ、実証主義的な研究を促進す だろう。先ほど触れたデーターベースの充実ぶりも、その傾向を強めていくよう 思われる。実際、一九九〇年代以降のアメリカの美術史研究は、こうした流れ 棹さしているのではないだろうか。アーカイヴが先か研究が先かは 判断が分かれると ろだろう。いずれにしても、アーカイヴとは単なる 手段で なく 研究内容そのものに影響を与えている。し がっ 、ア カイヴの構築には、アーキヴィストだけでなく、研究者も積極的に取 組まなければならない ではないだろうか。　　　
二、美術アーカイヴ活用の実例
　
次に、筆者が博士論文を書くときにどのようにアーカイヴを活用したのかについ
て、具体的に資料に触れながら説明したい。博士論文の研究対象は ラーフィールド絵画だったため
）（
（
、それと密接に関係したモダニズム美術批評家の資料を数多く参
照することになっ 。　
たとえば、アメリカ美術アーカイヴに、一九六五年四月二七日にクレメント・グ
リーンバーグに宛てたマイケル・フリードの手紙がある
）（
（
。ともにモダニズムを信奉
した美術批評家で、後者は前者から大きな影響を受けたことが知られている。フリ
ードは当時ハーヴァード大学の大学院生で、この手紙は、大学附属のフォッグ美術館で自ら企画した「三人のアメリカ人画家たち」が始まった直後に書いたものである。　
手紙のなかでフリードは、グリーンバーグにポストカードのお礼を述べた後、次
のように述べている。 「私自身は今ではオ ツキの絵画を時間 なかで見る必要性に異議を唱えたいと思っています。このエッセーを書いたとき 私にとってそれは重要だったのですが、展覧会が始 ってみると、そのとき 断言からは距離を取りたくなってきていま 」 。展覧会カタログのエッセーでフリードは、ジュールズ・オリツキの絵画は時間のなかで見 ものであ 、瞬間的に見るものではないと論じている
）（
（
。グリーンバーグは当時、モダニズム美術は瞬間的によさがわかると主張
していたので、展覧会カタログ フリードの議論は、グリーンバーグの主張と対立することになる。この文面から、 リーンバ グ ポストカード フリ ドの議論に批判的な意見を書いたであろうこと、そして、フリードが 分の主張を変えてグリーンバーグに歩調 合わせようとし ることがわかる。　
こうした手紙は、第三者への開示を前提にして書かれているわけではないため、
周辺情報を知らないと読解できない。書かれた文脈を再構成しながら、言葉 文字通りの意味に加えてその含意 も注意を払わなければなら た って 文章の意味がその場ではわからず、た の場合、他の文献と見比 る作業 必要になる。　
もう一つ例を挙げてみよう。ゲッティ研究所の特別コレクションには、ジョン・
グルーエンという美術批評家が行ったグリーンバーグのインタヴュー 書き起こがある
）（
（
。これは、一九五〇年代ニューヨークの芸術家コミュニティーに関するグル
ーエンの本のゲラの一部で
）（
（
、グリーンバーグが高く評価しつつも、かつて恋人であ
ったがゆえに、公の場で言及することを避けたヘレン・フランケンサーラーに関する思いを語ったものである。この部分は、刊行された本では削除されて るため、ゲッティにあるインタヴューは、グリーンバーグのフランケ サー へ 思いを率直に述べた貴重な資料になってい
）（
（
。
　
だが、これが貴重であるかどうかを判断することは容易ではない。その判断を行
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うためには、グリーンバーグが書いた文章やそれに関する研究などを網羅的に読む必要があるからである。つまり、アーカイヴ資料の価値はその場では判断がつかないことが多いのである。だが、そもそも哲学でも文学でも人文科学の研究は、一回読んで論点 すべて見え ということはありえないだろう。同じ 章を幾度となく読み返したり、関連文献のネットワークのなかで比較検討したりしながら、ほとんどの研究は進められるのである。　
したがって、アーカイヴ資料もまた、将来的には、他の研究資料と同じように参
照しやすくなることが望ましい。個人的な印象では、アメリカの美術アーカイヴでの複写制限は緩和される傾向にあるよう 感じて る。かつては手書きで草稿を書き写すこともあったが、今では、ブックスキャナーで、資料を傷めることなくかつ無料で、画像データの保存ができるようになったところもあ し、デジタルカメラが一般化して、撮影が許可される機会が増えてきた。こうした技術の発達を踏まえた上で、資 の特性を知る研究者がアーカイヴ資料 扱いに関 て声を挙げていくべきではないだろうか。　　　
小結
　
この小論では、アメリカでの研究活動を踏まえて、美術アーカイヴと美術史の関
係について考察してきた。美術アーカイヴが社会史的で実証主義的な美術史を生み出すことを指摘した上で、アーカイヴ資料は文献のネットワークのなかで解釈されるため、他の資料と同等に扱うべきであり、アーカイヴの問題にはアーキ ィストだけでなく研究者も積極的に関わっていくべ である 論じた。　
筆者は美術アーカイヴに対して利用者としてのみ関わってきたわけではない。二
〇〇六年に日本美術オーラル・ヒストリー・アーカイヴを設立し
）（（
（
、二〇一四年度か
らは京都市立芸術大学の芸術資料研究センタ に所属する
）（（
（
。前者は研究者が中心と
なって運営しており、後者は、実技系が中心の大学ゆえ 作家が主体とな 「創造のためのアーカイヴ」を目指している。したがって、これからは運営者として 活動がますます増えていくことに るだろう 研究者と運営者の双方の立場を活かながら、アーカイヴの諸問題 取り組んで きたい 考え いる。
註（
（）　
図書館、データベース、アーカイヴの三者はオーバーラップする部分もあり、厳
密には分けられないが、ここでは便宜的に分けておく。
（
（）　
http://w
w
w.aaa.si.edu/aboutus （二〇一五年一月三一日閲覧） 。
（
（）　
http://w
w
w.getty.edu/research/special_collections/highlights/ （二〇一五年一月三一日閲
覧） 。リニアフィートとは、アーカイヴ資料の分量を示すときに使う単位で、書架の幅、ヴァーティカル・ファイルの引き出しの長さ、積み重ねた資料の厚さを測定したものである。以下を参照。
http://w
w
w.archives.gov/research/alic/reference/archives-
resources/term
inology.htm
l （二〇一五年一月三一日閲覧） 。
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（
（）　
この書き起こしが収められたフォルダには、グリーンバーグの怒りの手紙も収め
られている。そこから、グルーエンがこの本のゲラをグリーンバーグに送ったこと、そして、グリーンバーグが怒ってインタヴューの利用を認めなかったことがわかる。ここには、本人が公開を望まなか たものが閲覧可能な状態にあるという問題 あるのだが、本稿では措く。
（
（0）　
日本美術オーラル・ヒストリー・アーカイヴの活動の概要や趣旨については、以
下を参照。加治屋健司「日本美術オ ラル・ヒストリー・ア カイヴと美術史料将来」 『あいだ』一七〇号（二〇一〇年三月） 、二

一〇頁。収集したオーラル・ヒ
ストリーは、以下 ウェブサイトで されている。
http://oralarthistory.org/
（
（（）　
芸術資源研究センターの活動については、以下を参照。
http://w
w
w.kcua.ac.jp/arc/
（かじや
 けんじ・京都市立芸術大学芸術資源研究センター准教授）
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